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　私たちは，本年度年次大会のテーマを「ナラティブの可能性」としました。ことばと文化の研究において，
ナラティブ＝経験の語りの意味が見直されています。グローバル化は，急速に私たちの生活を変えています。
一方で，社会が多言語化・多文化化し，他方で，大きな価値観の前に小さな声は掻き消されそうになります。
ナラティブを研究・実践するということは，社会にある多様なことば，多様な文化を記述し，掻き消され
そうな小さな声に光をあてる行為です。また，ナラティブ＝経験の語りが語られることで生まれる新しい
意味もあるはずです。ナラティブの研究と実践は，このような新しい意味の創造をも射程に捉えています。
    言語文化教育において，ナラティブ研究，あるいはナラティブを取り入れた社会実践や教育実践がさま
ざまに行われています。しかし，必ずしもそれが相互に交流し，発展しているとは言えません。本大会では，
ナラティブ探求，ライフストーリー研究などの研究法を越え，社会学，心理学，教育学，第二言語習得な
どの領域を横断し，言語文化教育におけるナラティブの地図を描くことを目指します。さらに，ナラティ
ブの研究と共に，ナラティブを取り入れた実践―ナラティブを語り継ぐ実践，ナラティブを語ることでエ
ンパワメントにつなげる実践，語り合うことで新しい社会を想像・創造する実践―のあり方を議論し，こ
とばと文化の教育におけるナラティブの課題と可能性を浮き彫りにします。
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